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抄録 

早期英語教育の考え方の理論的根拠として臨界期仮説をあげることができる．しかし現在まで，

臨界期があるかどうかについては明確な結論は出ていない．本研究ではまず母語習得と臨界期の先

行研究を概観する．その上で第二言語習得に関する臨界期の先行研究を概観し，研究動向を掌握す

る．そして臨界期が今後解明すべき課題について，言語習得環境からの視点も踏まえながら考察を

行う．それらを踏まえ，2020年4月から全国の公立小学校で実施されている英語教育の有効性につ

いて，第二言語習得理論の立場から検討をする． 

 

１．はじめに 

第二言語習得研究は 1950 年代から本格的に研

究が進められるようになった学問分野である．第

二言語習得研究でよく議論されるのは，第二言語

学習者は母語話者と変わらない程の第二言語能力

を身につけることが可能かというものである．母

語話者と同程度の第二言語能力を身につけるため

には，早い時期から学習を始めるべきであるとす

る臨界期仮説は，第二言語の学習開始年齢を議論

する場合，避けて通れない． 

臨界期は，ある行動様式を身につけるために最

も適した時期のことである．言語に関しては，高

度な言語能力が比較的容易に習得できる期間とい

える．臨界期仮説によると，この期間を過ぎてし

まうと言語を不完全にしか習得できないとしてい

る． 

母語習得には臨界期があると一般的には認知さ

れている．第二言語習得にも臨界期は存在するの

かという問いに対し，研究者の間では議論が繰り

広げられてきた．その結論については，いまだ確

固とした合意は得られてはいない．しかし学習開

始年齢が第二言語習得の成否に影響を与えること

は多くの研究者が認めているところである． 

２．第二言語環境と外国語環境 

母語以外の言語を学習する場合，言語学習環境

の違いを考慮に入れなくてはならない．すなわち

第二言語環境なのか外国語環境なのかをはっきり

と区別しておく必要がある．当該言語が日常的に

使用されている場合，その言語は第二言語であり，

その学習環境を第二言語環境という．一方，当該

第二言語が日常では使用されておらず，学校教育

で学習するのは外国語であり，その学習環境を外

国語環境という． 

大人の第二言語学習者は認知能力が発達してい

るので，それを使った明示的学習(explicit learning)

が得意である．これに対して子どもは暗示的学習

(implicit learning)を得意としている（DeKeyser, 

Alfi-Shabtay & Ravid, 2010; Paradis, 2004; Paradis, 

2009）[1][2][3]．明示的学習は意識的な学習であるが，

暗示的学習は無意識的な学習である．子どもが暗

示的学習をし，第二言語習得の優位性を発揮する

ためには大量のインプットが必要である．暗示的

学習と豊富なインプットを可能にするのが第二言

語環境である．日本のような外国語環境では英語

習得に必須なインプットが非常に限られてしまっ

ており，無意識な暗示的学習を得意とする子ども
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たちの優位性は発揮できない．外国語環境では，

英語学習は早いほうがよいということは，必ずし

も当てはまらない可能性もある． 

 

３．母語習得の臨界期 

人間が学習する行動領域では，成長と共に能力

が増していくものが多い．しかし領域によっては

能力が成長と共に増大するのではなく，幼少期に

頂点に達し，その時期を過ぎると学習能力が下降

してしまうものがある．臨界期仮説によると，言

語を習得するために生物的に備わっている能力は，

生後からある一定の期間のみに利用できるという． 

 母語の臨界期は Lenneberg (1967)[4]が言語機能の

一側化と失語症の関連に基づき提案したものであ

る．Lenneberg は，後天性の小児性失語症の言語

能力回復具合から臨界期の存在を証明した．小児

性失語症は 2 歳頃までの発症では，一度は完全に

言語を失うものの，その後は順調に回復していく．

2 歳より少し年齢が上がると，言語は完全には失

われず，言語が少し残った状態から問題なく言語

能力は回復する．発症年齢が上がるにつれて，損

傷を受けないで残る言語能力は大きくなるものの，

失語症からの回復は鈍くなる．Lenneberg は，若

年層の失語症患者は，最終的に言語は完全に回復

するが，失語症になった年齢が 12 歳から 13 歳を

超えると十分な回復ができなくなるという症例結

果から母語習得の臨界期を 12 歳～13 歳とした．

この研究によって，正常な母語習得は思春期が始

まる頃までに起きるという行動的証拠が示された． 

母語習得の臨界期については，Lenneberg 以降，

様々な研究が行われた．ほとんどの研究結果は，

母語習得は人間に生物学的に備わっている能力で，

生後からある一定の期間に利用できるとしている．

この期間を過ぎても言語習得は不可能ではないが，

ひどく阻害されてしまう結果となるとの主張であ

る． 

 

４．第二言語環境における第二言語習得の臨界期 

Lenneberg (1967)[4]の研究は，母語習得に臨界期

があることを明らかにした．母語習得の後に学習

を開始する第二言語にも臨界期はあるのであろう

か．第二言語の臨界期について，多くの研究報告

がされている． 

第二言語習得の臨界期について研究している研

究者の主張は次の 3 つに分類できる．(1)第二言語

習得には臨界期が存在するという立場，(2)第二言

語習得に臨界期が存在することに懐疑的な立場，

(3)第二言語習得にはただ１つの臨界期が存在する

のではなく，質的に異なる複数の臨界期があると

いう立場である（VanPattern & Benati (2015)[5]）． 

(1)については Oyama (1976)[6]の研究，Flege, 

Yen-Komshian & Lui (1999)[7]の研究，Johnson & 

Newport (1989)[8]の研究を中心に考察した．(2)につ

いては Neufeld (1980)[9]の研究，Birdsong (2005)[10]

の研究，Herschensohn (2008)[11]の研究を中心に考察

した．(3)については，Seliger (1978)[12]の研究を中

心に考察した．これらの研究成果を総括すると第

二言語環境では，第二言語学習の開始時期は早け

れば早いほど良いという考えは支持されている． 

 

５．外国語環境における第二言語習得の臨界期 

外国語を日常生活で使う必要性がほとんどない

外国語環境では，早期第二言語学習の効果がある

かどうかは疑わしいという研究報告が多い．外国

語環境における第二言語の早期学習の効果につい

ては，Ojima et al.(2011)[13]の研究を中心に考察，続

いて Muñoz (2006a, 2006b)[14][15]を基にバルセロナ

年齢要因(Barcelona Age Factor, BAF)プロジェクト

の考察，さらに Larson-Hall (2008)[16]の研究につい

ての考察を行った．これらの研究成果を総括する

と外国語環境では，第二言語学習の開始時期を早

くしても実質的効果はほとんど表れていないと結

論づけることができる． 

 

６．おわりに 

本研究では，母語習得と臨界期の先行研究，第

二言語習得と臨界期の先行研究を概観した．そし

て 2 つの言語習得環境，すなわち第二言語環境に

おける臨界期と，外国語環境における臨界期につ

いて，これまでの研究成果を考察した． 

第二言語環境においては，早期英語教育の効果

は期待できるが，外国語環境では，早期英語教育

が効果的であるという研究結果は得られていない．

外国語環境では，インプットの量があまりにも少

なすぎるので，音声面でさえも早期英語教育の効

果はほとんどないと考えられる．日本という外国

語環境での早期英語教育の技能面での効果は，残

念ながらあまり期待できないといえる．
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